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本年度は、「みる」をキーワードに、教育活動を展開します。校長通信では、太子高校が「今、み

ている」姿をお伝えできればと考えています。 

 

前例のない10日間の連休が明け、令和元年が本格的にスタートしました。連休とはいえ、生徒

の皆さんには、各部活動では練習試合や公式戦等で忙しかった人も多くいました。また、3年次生

はオープンキャンパスに出かけた人もいるようです。様々な休日の過ごし方があったことでしょう。

来週からは中間考査一週間前になります。勉強モードに切り替えてください。 

さて、今日から台中市立豐原高級中等学校の生徒さん方25名（うち2名は引率教員）が、本校

でホームステイをしながら学校生活を送ります。23 名のホームステイ先が確保できるだろうかと

気をもみましたが、地域の方々の暖かいご理解とご協力のもと、全員のホームステイ先が決定しま

した。太子町にも全面的なご協力をいただき、斑鳩寺への歴史研修も計画に組み入れることができ

ました。また、町報にもその模様を掲載していただく予定になっています。さらに、太子ライオン

ズクラブ様には、国際理解活動の一環としてホームステイの受け入れをお引き受けいただきました。

近隣自治会の皆様方には、歓迎会への参加と調理実習のお手伝いをしていただくことができました。 

こうして、校内のみならず広く地域に国際理解教育の輪を広げることができたのも、今までの太

子高校の地域活動を受け入れていただいたからこそだと、感謝の気持ちでいっぱいです。ありがと

うございました。人のつながりのありがたさと、その絆が生み出す力の大きさを改めてかみしめて

います。 

本校生が校内で台湾の生徒たちと触れ合う活動にとどまらず、地域とともに国際理解教育の活動

をすることで、真の国際人が育つと考えています。今後が楽しみです。これもまた、「みる」成果な

のだと思います。 

 

5 月 5日こどもの日、熊本県立熊本高等学校の校長先生と

生徒さん方に、県立こどもの館で再会できました。昨年12

月に、熊本被災地支援に出向いた際に、一緒に活動すると

いうご縁ができました。今回、県立こどもの館の行事に招

待されて、兵庫県においでになったのです。写真では分か

りにくいかもしれませんが、絹地に「熊本城」の絵と「熊

本」という字が金で描かれています。プレゼントしてくだ

さった校長先生のお気持ちが嬉しかったのと、このご縁を

大切にしたいと思ったので、校長室に飾っています。 

 

 

 

 

学校のカ・イ・ダ・ン   

今年転勤してこられた先生方に、太子高校生の印象を伺ってみました。多かった順に三つ。 

①明るくて素直で元気がいい ②挨拶がすばらしい ③授業に活発に参加する 

今まで、本校が大切にしてきたことが全て含まれていて、とても嬉しい気持ちになりました。

これも、生徒の皆さんが太子高校生としての自覚を持って行動してくれているおかげです。 

ありがとうございます。 


